
 
＜川上村の生き物クイズ＞ 
（ヒントその１）「川上村で花といえばコレ！ですよねぇ」 
 
種類がわかった方は森と水の源流館までお越しください。

正解者先着５名さまに粗品進呈します。 
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森と水の源流館に遊びにきてね！

入館しなくても参加できるイベントも

いろいろあります。（8 月 7 日～31 日）

8 月 13 日（水）は開館しています。



 

 
今年もホタルの季節にあわせ

て、東川の中井渓谷自然塾で東川

の伝統行事千本づきや、郷土料理、

そして自然を楽しみました。当日

は東川の皆さんのあたたかいおも

てなしに参加者のみなさん一同感

動だったようで、終わってからも

「ホタルもよかったけれども千本

づきや料理が想い出に残った」と

うれしい感想がとどきました。「ま

た来ます！」というのが一番うれ

しいですね。東川のみなさんどう

もありがとうございました。 

 川上村では森のはずれで、やや明るいところに多く生えています。

岩の上などでも見ることがあります。ややこしいことに、本当のコ

ケ植物の中にこれに似ているものがあります。そちらには「クラマ

ゴケモドキ」という名前が付いています。本家のほうがモドキでコ

ケじゃないほうがコケという何とも頭がごちゃごちゃになりそうな

例の一つです。 

前回は地衣類を紹介しましたが、今回

はシダなのにコケと名前が付いている

ものを紹介します。クラマゴケは、園芸

屋さんでも「クッションモス」などの名

で売られており、シダとは知らずに購入

する人も多いそうです。私のところにも

コケだと思って「栽培方法は？」などの

質問がたくさん来ます。 

★今月のコケ★  木村が川上村のコケを紹介します。（連載第 27 回） 

クラマゴケ～コケじゃないコケ～ 

6/21（土）源流のほたるの夕べ  

 
吉野川流域をしらべる「吉野

川紀の川しらべ隊」。第 2 回は

青空の下、吉野町でカエルを中

心に両生類・は虫類を観察しま

した。今回の観察会では、シュ

レーゲルアオガエル、トノサマ

ガエル、ニホンアマガエルなど

６種類のカエル、ニホンイモ

リ、アオダイショウ、シマヘビ

などが観察できました。少しは

なれただけでも川上村とはち

がった生き物が観察されて、吉

野川をちがった角度から見る

ことができました。 

6/14（土） カエルの観察会 

大 
↑ 

↑シマヘビを手に解説を行う講

師の井上龍一先生。カバンの中

からはカエルのぬいぐるみがた

くさん出てきました。わかりや

すく面白い解説でした。 

6 月 11 日、ｼﾞｬｽｺ橿原店の「黄色いﾚｼｰﾄ」ｷｬﾝﾍﾟｰﾝに出展しま

した。これはｲｵﾝｸﾞﾙｰﾌﾟの取り組みの一つで、ﾚｼｰﾄの額面の 1
㌫相当の物品が寄附されるというもので、源流館では毎年 PR
を兼ねて出展しています。 
今回も、川上村と源流館の取り組みを多く 
の来店者に紹介し、ご理解を得られたと思 
います。 
今後も、このよう 
な機会を見つけて、 
積極的に PR を 
進めて行きたい 
と思います。 

 

幸せの黄色いレシートキャンペーン 
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